
 

 

 

 

＜学校教育目標＞ 〇本気で学ぶ生徒 〇友達を尊重し仲良くする生徒 〇自ら心身を鍛える生徒 

＜目指す学校像＞ 「夢や希望を育み信頼される学校」 
 

生徒たちのための働き方改革を進めます 
                                                                      校長  青木 久永 

アジサイの季節になりました。北埼玉地区夏季総合体育大会が、野球部と陸上競技部を除いて終わりました。 

大会前の朝会で、「事前の準備が全て」「練習は本番のように、本番は練習のように」と講話しました。顧問の先生

の指導の下、朝練習で体調を整え、しっかりと準備して大会に臨み、生徒たちは最後まで全力で頑張りました。県大

会に出場する部活は、まだ時間がありますので、地区大会での課題を修正し、目標に向かって頑張りましょう。 

５月１５日、PTA 総会が開催され、令和８年度の新体制が発足しました。旧役員の皆様、西中の生徒たちのため

に、これまで大変お世話になりました。新役員の皆様、教職員・地域の皆様とともに、西中を盛り上げましょう。 

５月２５日、第 1 回学校運営協議会が行われ、校長の学校経営方針が承認されました。校内一巡では、さわやか

相談室、スペシャルサポートルーム（SSR）を含め、全学級の授業を参観しました。参観後、生徒が落ち着いて授業

に臨んでいること、学習端末や大型モニター等の ICT 活用が進んでいること、生徒の活動が見えるよう掲示物が工

夫されていること、清掃が隅々まで行き届いていることなどの御感想をいただきました。協議では、本校の重要課題

である①働き方改革、②不登校、③学力向上を中心に、よりよい西中に向けて、建設的な議論が交わされました。 

さて、小学校から中学校に着任して２か月、西中の素晴らしさを感じています。その一方、働き方改革が、想像以

上に進んでいないことを危惧しています。中学校は部活動の指導があるから仕方ない、という理由では済まされない

レベルです。このまま職場環境の改善が進まなければ、教員のなり手不足、欠員がより深刻になるでしょう。本県で

も、一部の技能教科の教員採用選考試験で追加募集を行うなど、教員が足りていない状態が続いています。 

埼玉県教育委員会は、働き方改革の目的を、「働き方改革の推進によって、子供たちへのよりよい教育を実現す

る」と定め、子供たちのための働き方改革であることを明確にしました。また、「時間外在校等時間」に加え、「ウェルビ

ーイング」についての目標を掲げています。 

【時間外在校等時間】 月４５時間以内、年３６０時間以内の教員数の割合を令和９年度末までに１００％に 

【ウェルビーイング】   「働きやすい」「働きがいがある」職場環境の確立 

「子供たちへのよりよい教育の実現」につなげるためには、教員が心身ともに健康であることが必要であり、前基本

方針の目標を達成できていない状況であることから、時間外在校等時間に係る目標は継続しています。 

また、「本県の目指す教職員の働き方」の実現に向けて、時間だけでは推し量れない、教職員としての「働きやす

い」「働きがいがある」職場環境の確立を新たな目標として設定しました。時間外在校等時間の縮減に向けて、実効

性ある取組を推進し、教育の質の維持向上を図ることに加え、教員のウェルビーイングを高めながら、「子供たちへ

のよりよい教育」を実現できるよう、働き方改革を推進しています。 

ここで、本校の実情をお知らせします。勤務時間は８：００～１６：３０。しかしながら、６時間授業の日は、帰りの会終了

が１６：０５、退勤時刻（閉店）まで２５分しかありません。（閉店後も客は残り）部活動の顧問は１７：４０まで指導し、完全下

校時刻は１８：００。生徒たちの下校を見届けた後、職員室に戻ります。この段階で、退勤時刻を１時間３０分超過して

います。ひと息つく暇もなく、調査・報告書作成等の校務処理、教材研究、テストの採点、生徒指導、学校行事の準

備、欠席生徒への連絡、保護者対応など多忙を極め、「生徒とじっくり過ごす時間が取れない」と多くの教員が嘆い

ています。どれも欠かすことができない業務ですが、学校の魅力を高めるために一番大切なもの、それは「授業」で

す。学校生活の８割を占める「授業」。わかる楽しい授業をするための教材研究の時間です。また、教員のメンタルヘ

ルスに配慮し、本年度から完全退校時刻を２０：００と定めました。月1 回の「ふれあいデー」は、１７：００に退勤します。 

今後は、保護者・地域の皆様の御理解と御協力をいただきながら、西中の働き方改革を推進し、教員一人一人

が直接・間接に生徒と向き合う時間をこれまで以上に確保します。そうすれば、中１ギャップ等の不適応が解消され、

不登校が減少し、主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善が進み、学力向上も期待できます。 

フランス人の小説家のサン=テグジュペリ（1900～1944）は、『星の王子さま』の献辞で、次のように書いています。 

「大人は、誰も、はじめは子供だった。」（しかし、そのことを忘れずにいる大人はいくらもいない。） 

親だって、先生だって中学生だった。たくさん悩んだ。苦しいことを乗り越えて大人になった。だから、夢や希望を

抱いて西中に入学した生徒たちには、誰一人取り残すことなく、楽しい中学校生活を送らせてやりたいのです。 

加須市立加須西中学校 
学校だより６月号 
令和８年６月１日 
生徒数 ２７９名 

あかまつ 
明るいあいさつ 

笑顔あふれる 

加須西中！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


